
～認知症は早期発見、早期治療が大切です～ 

 

 

 

 

 

 

医療・介護の専門職でチームを構成し、認知症が 

疑われる早期段階から、適切な医療機関の受診を 

勧めたり、ご家族へ介護負担の軽減を図るための 

提案を行ったりすることで、支援の対象となる本 

人または家族が在宅での生活を続けることができ 

るよう、短期間（おおむね６ヶ月間）で集中的な 

支援を実施します。 

☆以下に該当する方が、認知症初期集中支援チームによる支援の対象になります。 

 

 

 

 

 

 

 

［支援の流れ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※相談や支援に際しては、個人情報の管理を厳重に行うと共に、個人の尊厳に十分配慮します。 
 

 

 

●概ね４０歳以上で、自宅で生活しており、かつ認知症が疑われる方で、 

次の①～④のいずれかに該当する方 
①認知症の診断を受けていない方 

②継続的な医療を受けていない方 

③介護保険サービスに結びついていない方、または中断している方 

④認知症の症状が強く、家族などが対応に困っている方 

○認知症初期集中支援チームの構成 

医療・介護の専門職 

(保健師、作業療法士、社会福祉士等) 

専門医(医師) 
 

 

１．相談の受付   

２．チーム員による自宅訪問  

３．ご家族への支援、サービスの説明、紹介 

４．医療機関や介護保険サービスへの引き継ぎ 

・時津町地域包括支援センターで相談を受け付けます。 

・本人やご家族へ、生活のご様子や困りごと 

などをお聞きします。 

・ご本人やご家族の状況に合った 

サービスなどを提案し、適切な 

医療や介護サービスへと結びつ 

くまでサポートします。 

時津町地域包括支援センター （ TEL．０９５－８１３－２５３０ ） 

 
 

○認知症初期集中支援チームに関する相談先 

認知症初期集中支援チームとは？ 
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